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　教材を作成するにあたり重要視したのが、A） コンテンツ、B） 見栄え、C） アクセシ
ビリティである。
　< 実務実習で体験した項目を核とする教材 > では、非常に大きなインパクトを学生が
受ける実務実習で見聞きしたものから物理・化学・生物の基礎的な知識へとつなげてい
く。そして、解説を加えることで理解を促す。




















　対象：5 年次　実務実習 III 期空き学生
　　　　< 実務実習で体験した項目を核とする教材 >　
 回答数：81 名（対象学生数：124 名；回収率：65％）2017.3.4 実施
 < 実生活で体験した項目を核とした教材 >　　












　　図１は、作成した < 実務実習で体験した項目を核とする教材 > の一部である。

















　図２は作成した < 実生活で体験した項目を核とした教材 > の一部である。
　導入部に実体験（学生実習の場面）を提示し、その場面を思い出させるようにした。これは、





　1）　 < 実務実習で体験した項目を核とする教材 > について
















図 3-2　< 実務実習で体験した項目を核とする教材 > についてのアンケ トー結果 (n=81)





















図 4-2　< 実生活で体験した項目を核とした教材 > についてのアンケート結果 (n=73)
図５　教材活用による学修効果 (n=73)
　図 5 の結果は、教材の内容として取り上げたクロマトグラフィーおよび放射化学の分
野の問題と、今回取り上げなかった熱力学の分野の問題の正答数のヒストグラムを示し
ている。グラフ中、○が教材を活用した学生の成績を、△が教材を活用しなかった学生
の成績を示している。
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　クロマトグラフィーに関する問題を解く上で教材で学んだ学生の正答数の分布と教材
で学ばなかった学生の正答数の分布を比較すると、教材活用の学生の方が、より多くの
問題が解けていることが示された。放射化学の分野では、両者の正答数の分布は重なっ
ているが、最も高い割合を示す部分（いわゆる山の部分）が表示されていない。問題の
難易度が低すぎたため、差がつかず、このような結果になったと思われる。教材で扱っ
ていない熱力学の分野の問題では、両者の正答数の分布はほぼ重なっていた。これらの
ことから、今回作成された教材は学力向上に寄与することが示唆された。
IV　結論
　実務実習での体験や実生活の中での体験といった、既に記憶に刻まれていて、忘れが
たい事柄を核とし、これに基礎科目の内容をつなげられるような教材を開発し、体験し
た学生の印象と利用したことによる学修効果を測定した。体験した学生からは、好意的
に受け入れられ、ほとんどの学生から継続して利用したいとの評価を得た。利用するこ
とによる学修効果も確認でき、身近なたとえ話が目に見えない事柄の理解を助けうるこ
とがわかった。また、目に見えない物理的現象に対して、体験・経験と関連づけること
でイメージを持たせることが、学力向上に対して 有効である一端を示せた。
　5 年次学生が中だるむ理由は様々で、それらを拾い出し、各々についての解決策を立て、
対応するのは非常に困難と思われる。しかし、今回のように、知っていることから始め
ることで、学修を始める時点での敷居を低し、問題が解けたときの高揚感を手に入れさ
せれば、主体的な学びを植え付けることが出来るのではないかと思われる。3 分という
時間が経てば違う話題に移るため、飽きが来る前に終えられる。そして、次の話題には
フレッシュな感覚で取り組んでもらえれば、継続性も出てくると期待される。
　以上より、今回の取り組みにより、新たな教材の創出が、本学の学力不振などの問題
の解決へわずかではあるが貢献できることを示せた。
　利用した学生からは、「医薬品と有機化学、薬剤と物理など複数の科目を組み合わせ
た問題にすれば多くのことを短時間で学ぶことができると思う」や「薬理、薬治を中心
に他の科目との複合的な問題がほしい 」との要望や、「新聞の記事を読んでいるようで
楽しかったです」、「続きを読んでみたい」、「サクサク気軽に解くことが出来るのは良い 
」との感想がでたので、引き続き開発を続けたい。
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